




家業が傾いて中学への進学を認められず、母親のもとを離れ、関東州の 連に移住し した。その時一二歳でした。勉強が続けたくて、東亜阿文書院 公費生を目指していましたが 建国大学が創立されましたので、方針を変えて同大学に進みました。その後、兵役に服し、ソ連から復員後、自活しながら早











































































で約二万人の応募者が集まるという超人気ぶり 、受験界の話題を独り占めしましたが一九三八年五月二日、満洲国の首都新京（現長春） 南郊歓喜嶺の大学キャンパス 聞かれた開学式には、満洲国皇帝薄儀（プ
l
イ）の関学に
当つて 勅書を奉じ、張景恵（チャン・ジンホイ）国務総理も大学総長として臨席しました。集う五民族の若人一四一名、民族別には、約半数が日系、残りのほとんどは漢系（満系も含む でしたが、そ 他に満洲囲内に住む朝鮮系、蒙古系、そして白系ロシア系も加わって、六つの独立塾舎で民族比率 応じ 寝食を共 し、勉学・訓練に励みました。建国大学は満洲国の最高学府であり、受験生にとっては屈指の難関として評価が定まってきました。授業料がタダ、生活費もタダ、毎月小遣いが貰え 、おまけに将来も約束されている、という結構つくめです しか 日本内地の受験生たちは、満洲国が事実上は日本の属国で 民族協和を誕いながらほとんど昔通り差別が づいているという実体は、何ひとつ知らなかったでしょう。















合気道の三つのうち一つを選んで鍛えられ 。残りうち二日聞が軍事訓練です。これは日本 中学校の教練の延長戦のようなもので、日系学生は馴れ いま た 他民族学生も、ほとんど真剣 訓練を受けていました。あとの二日間は農事訓練です。大学キャンパス農場は地平線まで続き、日が没するまで黙々と続きましたが、他民族、こと 漢 農業とう仕事を軽蔑しており、熱意が いと感じました。三つの訓練のうち、しごかれたという感じが今も一番残るのは段事訓練です。夕食は、また大食堂に集まって全員一斉に食べ した。
21 旬志”に生きた祖国大学
当初嫌がった高梁飯も、空腹を充たすためには文句を言うひまはありませんでした。塾に戻るとやっと自由時間です。しかし 時は食べ盛りで、猛訓練のあ でもあり、大学側が与えてくれる食事では足らず空腹 悩まされました。秋になると自分たちで育てたじゃがいもを収穫して水洗いし、三、四人ぐらいの仲良し連中が、相談し合って、飯
金でふかして食べるのです 、塾の裏の広い き地のあちこちで、じゃ いもをふかす火がいくつもついてい のを見ることができました。今、歓喜嶺の塾生活のなかで、何が一番楽しかったと問われると、皆、口を揃え 、じゃがいもをふかして食べた小集会だと答えるでしょう。やがて十時になると「消灯」です。しかし当時は知的欲
求がはげしいときです。ひそ に物置でむさぼるように本を読む者も少なくありません した。
こうした生活は大学というより訓練所といわれる方がふ









前の教育機関が短く、レベルも低いという理由で、日系より一年前に一年生として入学して、彼らだけで塾生活を体験し、翌春日系が前期二年に新入学生として合流し、やっと同期の全民族学生 勢揃いしました。大学当局は一年後に日系学生 て全民族が揃った共同生活に早く馴染み、学内のしきたりを山見えても うために、前期二年生の各塾に先部学生を二人ずつ指導学生して派遣しました。こ 制度は前期終了まで続きました。私どもの塾にも、日系と漢系の先輩が来て細かいことを合め、いろいろ教えてくれましたが、 帯大切なことは民侠融和です。私どもの場合、夏休みまでに二
1
三岡、塾生口
で放課後に全員参加して座談会を聞きました。二回目か三回目のときかと思いますが、みんなが岐に着いて揃った直 突然立ち上がっ 漢系の一人が、「君たちは外を歩いている日本人と違う、どう てなんだ」と
大きな声を上げ のです。日本人はお互いの顔を見合わせるばかりで、誰一人声を発するものはい せんでした。かし、このような率直な叫び声が上がったことがきっかけとなって陸は高掲してやがて活 な意見を出 合うよ になりました。思うに、彼等は建大に入学する前に見聞してきた日本人で、敬意を持てるような人は居なかったの しょう。万が一にも良質の日本人が居たとしても、目上の日本人と上下




回りま が、彼は私供宿泊の「前門飯店」に来てくれ、三O数年ぶりに再会を果たしました。翌日は招かれて彼の自宅を訪問し、同君の夫人にも初めてお目にかかり、ご馳走をいただきま た。積もる話はっきませんでしたが、別れる前に彼は私に向かって「昔の同塾の日本人全員を中国に招待 い。希望者には西安や敦健へも案内するから計画を立ててくれ」と提案しました。当時の彼の肩書きは天津対外友好協会の副会長でした。ところが思いもかけず彼は二、三 後に急病で死去。残念ながら彼との約束を果たすことはでき せんで た。満洲国全体としても、建国後数年にして治安が回復してきました。町並みに品物が並び人々が町の中に出てくるようになり、政府は工業立国 急ぎ、五ヵ年計画を上回る成績をあげ、日本ほかの友好諸 に輸出 るようになるなど、活気づいてこのことは日本国が全力をあげて、満洲国の国輿しを支
援した成果であるというこ なのでしょうが、観察 眼を国の端々に移してみると、民族間の協和をさま げ 恐れのある実体の解消が、容易ではない とを知ら れるにつ
平等な敬愛関係ではな
け、笑顔が広がる明るい社会に向かって、全力で立ち向かうことが必要であるという決意を深めてきました。当時すでに全国的に主食の配給制が実施され、日本人の
数に応じて、白米の配給はほぼ全主食の五O%程度、現地人には、高梁、玉萄黍などの雑穀が主食として支給されましたが、食事に差別 あるのはよくないと日本人学生側が申し出て、食事の平等化は私ども 入学前から実施されていました。入学第一日のことです。食膳 盛りつけられている赤い
主食に、われわれは歓迎の意味で、赤飯で祝ってくれるのかと喜んだのですが、噛んでびっくり それは高梁一
00
%の主食で、日系の連中 一OO回ぐらい噛めば、食べられると努力はしたのですが 毎日一回必ず出る高梁飯のため下痢を起こし ほぽ一カ月ぐらい続いた人がほとんどでし 。
(4) 
「緑したたる国ヘ」植樹運動
最近ある有名な歴史学者が、自らの研鎖の集大成だと称して「建国大学の研究」と題する大著を出版 ました。その中で、「建国大学生たちは自らが関東軍の手先 あったことを知らない情けない連中である」 酷評していましかし私は、この人は本を読んだとしても表面だけで、
実体は何も知らないということを自 暴露した情けな 学者だ、と断言することが出来ます。その反証 少し述べみたいと思います。建大第一期生で、東北地方出身の岩測克郎という先輩が
23 へ吉、”に生きた建国大学
います。彼は、赤茶けた満洲の大地を緑したたる国にしたいと言って全学生に呼びかけました。彼はまず、六七万坪の大学のキャンパスから始めようと活動を開始しました。他民族の学生は、日系学生たちが本気でやろうと ていのか、しばらく様子を見ようという姿勢でしたが、思いつめたような活動ぶりを見て、彼 も一人二人と運動に参加するようになりました。春さきになると、毎年、市政府とかけあって若木を分けて貰い、全学生が放課後はモッコ 担ぎ 土を起こして、主として「楊柳（どろゃなぎごの若木を植え続けまし 。これはずっと後年のことになりますが、戦後聯歓旅行で、
母校跡地を訪問した日系悶窓生たちは、すくすくと大木に育った楊柳などの木々を仰ぎ見て、往時を偲び、みんなが大いに喜んだこ をつけ加えておきます。満洲の大地を、緑したたる闘にしようと、掛け戸をかけて若木を植え続けるなど、立身出世しか考え 人々 どういう感想を述べるのでしょうか。実は昨年秋のこと、この岩測さんの出身地にある東北放送附がこのことを伝え聞いて感銘 受 建大生たちが、詩人宮沢賢治の「日は君臨し輝きは：：：」という精























































人も多いので、それらの人たちとの友好関係を保ち、励すための懇親会を開くことが提案され賛 を得ま た。毎年年末を期して、同窓子女とそ 縁故者まで広げて招待するようになって昨年（二
OO
四年）で一二年になりま














側はこのことを、どう受けとめているのでしょ か。数年前、現地同窓生たちが、この際率直に本音を言挙げすべきであるとして「回億偽満建国大学」という大冊を発行したことは承知していまし が、こ ほどやっ 全部の日本語訳が完成しましこれを拾い読みすると、日本側と現地側の考え方が全く
違うことに驚かされます。端的な一例を申し上げましょう。
日本語で「東方遥拝」と掛け声がかかると彼らは「遥拝」の中国語同音で「要敗」（負けて まえ）と念じたし、「黙
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